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　経済的な理由などで国民年金の保険料を納めることが困難な場合には、申請によ

り保険料の納付が免除される制度があります。

　全額免除と一部納付（一部免除）があり、申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主
の方の所得が基準の範囲内であることが必要です。

　平成24年度の免除等の受付は平成24年7月1日から開始され、平成24年7月か
ら平成25年6月までの期間を対象として審査します。
　ただし、平成24年7月に申請する場合は、平成23年
7月から平成24年6月分までの期間（前一年間分）につ
いても申請することができます。
　申請されるかたは、印鑑、年金手帳を持参の上、役

場住民課で手続きを行なってください。

　節目年齢（35、45、58歳）の方には、封書で、それ以外の方には「はがき」によ

りねんきん定期便が送付されます。

　「ねんきん定期便」の内容に不明な点や記録に「もれ」や「誤り」がある場合は、封

書に同封されている年金加入記録回答票に記入のうえ返信してください。はがきで

送付されてきた方は、案内に記載されている「ねんきん定期便専用ダイヤル」へ連絡

してください。

　国民年金保険料の免除制度のおしらせや口座振替の案

内、その他各種案内がかかれたパンフレットを、役場住

民課窓口、産業振興会館、笠置会館においてありますの

でご利用ください。

国民年金保険料の免除制度について

ねんきん定期便について

ねんきんのパンフレットについて
年
金
手
帳

・
印
鑑
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わ
づ
か
お
も
ち
ゃ
図
書
館
が
五

月
十
九
日
㈯
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
町
長
や
来
賓
の
挨
拶
の

後
、
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
、
就
学
前

の
幼
児
や
障
害
の
あ
る
児
童
が
親

と
一
緒
に
気
軽
に
訪
れ
、
お
も

ち
ゃ
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
、
交
流

を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
を
提
供
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
二
十
三
組
の
親
子
が

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
に
入
っ
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

●
開
館
日
及
び
時
間
：

　

毎
週
土
曜
日　

午
前
十
時
か
ら
お
昼	

　

十
二
時
ま
で

●
場
所
：
和
束
保
育
園
内

●
利
用
対
象
：
小
学
生
未
満
の
幼
児
及
び
障
害
の
あ
る
児
童	

（
必
ず
保
護
者
同
伴
で
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。
館
内
で
は
保

護
者
の
管
理
の
も
と
で
子
ど

　

も
を
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
）

●
費
用
：
無
料
（
町
内
在
住
で

　

あ
れ
ば
お
も
ち
ゃ
も
無
料
で

　

貸
し
出
し
ま
す
）

■
利
用
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
福
祉
課
（
電
話
〇
七
七
四-

七
八-

三
〇
〇
一
・
内
線
二
五
二
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

五
月
十
六
日
、
和
束

小
学
校
で
京
都
大
学
大

学
院
の
伊
藤
和
行
教
授

を
招
い
て
出
前
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
五
・
六

年
生
の
児
童
に
五
日

後
に
迫
っ
た
金
環
日
食
に
ち
な
ん
で
天
体

シ
ョ
ー
や
宇
宙
の

不
思
議
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

出
前
授
業
で
伊

藤
教
授
は
京
都
で

二
百
八
十
二
年
ぶ

り
の
金
環
日
食
を

目
を
痛
め
ず
安
全

に
観
察
す
る
方
法

と
し
て
、
太
陽
は

た
と
え
曇
っ
て
い

て
も
、
絶
対
直
接
見
な
い
こ
と
、
専
用
の

メ
ガ
ネ
を
使
う
よ
う
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
月
と
太
陽
、
地
球
の
関
係
、
日

食
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
金
環
日
食
と
皆
既
日
食

の
違
い
な
ど
も
話
さ
れ
、
児
童
ら
は
宇
宙

の
不
思
議
に
興
味
を
示

し
た
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
京
都
で
の
金

環
日
食
は
二
十
九
年

後
の
二
〇
四
一
年
十
月

二
十
五
日
に
見
ら
れ
る

予
定
で
す
。

五
月
二
十
三
日
㈬
グ
リ
ー

ン
・
ハ
ザ
マ
製
茶
工
場
の
和
束

町
東
農
事
実
行
組
合
か
ら
新
茶

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
代
表
の
濟
藤
組
合

長
が
役
場
へ
来
庁
さ
れ
、
煎

茶
三
十

キ
ロ
グ

ラ
ム
を

森
脇
副

町
長
へ

手
渡
さ

れ
ま
し

た
。濟

藤

組
合
長

は
「
来
客
の
み
な
さ
ん
に
飲
ん

で
い
た
だ
き
和
束
茶
の
良
さ
を

も
っ
と
広
く
宣
伝
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
話
さ
れ
、
森
脇
副
町

長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
製
茶
工
場
の
み
な
さ
ん
に

も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
上
質
茶
作
り
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
御
礼

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

和
束
町
東
農
事
実
行
組
合
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
運
営
を
手
助

け
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務

内
容
は
、
入
館
や
貸
し
出
し
手
続

き
、
お
も
ち
ゃ
の
清
掃
な
ど
で
す
。

金
環
日
食
を
み
よ
う

 

～
和
小
で
出
前
授
業
～

わ
づ
か
お
も
ち
ゃ
図
書
館

　 
オ
ー
プ
ン

新
茶

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

～
東
農
事
実
行
組
合
～

ボールプールが大人気

くす玉を割って開館を祝う

日食は専用メガネで
観察しましょう

金環日食とは

和束で撮影
7時40分ごろ

和束のPRをと寄贈
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和
束
町
観
光
振
興
協
議
会
で

は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
文

化
庁
の
補
助
金
を
受
け
て
「
世

界
に
通
用
す
る
文
化
遺
産
﹃
京

都　

和
束
町
と
茶
文
化
﹄
可
視

化
・
運
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観

光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
四
年
度
も
継
続
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、町
内
の
歴
史
・

文
化
財
・
茶
文
化
に
関
す
る
資

料
を
発
見
・
収
集
・
整
理
し
電

子
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
、
ま
た

文
化
遺
産
を
観
光
振
興
等
に
活

用
し
な
が
ら
守
っ
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
地

域
の
活
性
化
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と

し
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
堺
の
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
五
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

「
京
都
宇
治
和
束
茶
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
和
束
茶
フ
ェ
ア
は
今
回
で
八
回
目
を
迎
え
、

家
族
連
れ
で
食
事
に
来
ら
れ
る
人
も
多
く
あ
り
、
予

約
な
し
で
は
フ
ェ
ア
を
体
験
で
き
な
い
ほ
ど
人
気
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
つ
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
メ
ニ
ュ
ー
も
違
い
、和
束
茶
を
飲
む
だ
け
で
な
く
、

「
食
べ
る
お
茶
メ
ニ
ュ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

和
束
茶
御
膳
や
パ
ス
タ
、ド
リ
ア
な
ど
、ま
た
ス
イ
ー

ツ
は
ド
ー
ナ
ツ
、
ゼ
リ
ー
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
ラ

ウ
ン
ジ
で
は
和
束
茶
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ

ル
な
ど
、
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
お
茶
の
も
つ
や
さ
し
く

ま
ろ
や
か
で
繊
細
な
風
味
を
生
か
し
た
も
の
に
仕

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
の
上
旬
に
は
、
東
京
と
京
都
の
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、
商
工
会
職
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
町
職
員
ら
が
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
新
茶
の

振
舞
い
と
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
来
客
か
ら
は
、「
本
当

に
お
い
し
い
お
茶
で
す
ね
」

と
言
っ
て
、
二
つ
三
つ
を

お
み
や
げ
に
買
っ
て
帰
る

人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
和
束
茶
フ
ェ
ア
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
で

年
々
浸
透
し
、
色
々
な
メ

ニ
ュ
ー
に
形
を
変
え
た
お

茶
の
味
が
た
く
さ
ん
の
み

な
さ
ん
の
心
に
響
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

	

五
月
十
四
日
㈪
、
和
束
小
学
校
三
年
生
児
童
と

和
束
中
学
校
全
校
生
徒
が
、
茶
摘
み
を
通
し
て
地
元

特
産
品
の
和
束
茶
に
つ
い
て
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
体
験
学
習
は
、
和
束
町
の
主
産
業
で

あ
る
お
茶
に
つ
い
て
知
識
や
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
そ
し
て
茶
摘
み
体
験
を
通
し
て
茶
づ
く
り
に

携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
、
ふ

る
さ
と
和
束
に
愛
着
と
誇
り
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
と
生
徒
た
ち
は
、
徒
歩
で
釜
塚
の
茶
園
へ
行

き
、
職
員
か
ら
お
茶
の
摘
み

方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
ひ

と
り
一
人
が
籠
を
も
っ
て
茶

摘
み
作
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
快
晴
で
、
新

芽
を
次
か
ら
次
へ
と
た
く
さ

ん
摘
み
取
り
、
生
徒
ら
は
約

三
十
五
キ
ロ
を
製
茶
工
場
へ

持
ち
こ
み
ま
し
た
。

　

こ
の
お
茶
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
関
西
茶
品
評
会
に

出
品
す
る
ほ
か
、
ま
た
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
害
に
あ
っ
た
中
学
校
へ

寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ほ
か
の
中
学
校
で
は
、
手
揉
み
体
験
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
作
り
、
ク
ッ
キ
ー
、
プ
リ
ン
、
ダ
ン
ゴ
作
り
を
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
は
、
児
童
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

町
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶
に
つ
い
て
深
く
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
将
来
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
大
き
な
財

産
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

和
束
茶
フ
ェ
ア
大
好
評

　

〜
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
〜

み
ん
な
力
を
あ
わ
せ
て

　
〜
小
・
中
学
校
茶
摘
み
体
験
授
業
〜

 

文
化
遺
産
を

活
か
し
た
観
光

振
興
・
地
域
活

性
化
事
業
が
採

択
さ
れ
ま
し
た

東京リーガロイヤル
ホテルにて

和束の新茶は
いかがですか

新芽を摘む児童・生徒たち
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～和束保育園虫歯予防教室～
みがきシュッシュッ
～和束保育園虫歯予防教室～

 ご寄附ありがとうございました 
「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。

匿名希望　　大分県大分市　　１０，０００円　（平成24年5月）
ありがとうございました。
お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
よ
う
と
五
月
二
十
一
日
㈪
、
白

栖
橋
交
差
点
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
で
は
、
府
内
全
域
で
各
地

域
の
実
態
に
応
じ
た
交
通
安
全
街
頭

啓
発
を
実
施
す
る
日
を
年
四
回
定

め
、
街
頭
啓
発
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

木
津
署
管
内
で
は
近
年
、
高
齢
者

に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

て
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
死

亡
事
故
、
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず
に
自

動
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
例
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
和
束
町

交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
中
心
と

な
っ
て
街
頭
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
、

協
議
会
の
委
員
や
、
役
場
職
員
ら
約

十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
午
前
七
時
三
十
分
に
白

栖
橋
交
差
点
付

近
に
立
ち
、
通

勤
途
中
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
啓
発

用
の
チ
ラ
シ
を

配
り
な
が
ら
、

高
齢
者
の
事
故

防
止
な
ど
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

茶茶ちゃんも街頭啓発に参加

出
歩
く
時
は

　  

明
る
い
服
装
で

～
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
街
頭
啓
発
活
動
～

　6月1日㈮和束保育園では、「歯の衛生
週間」（6月4日〜10日）にちなみ「虫
歯予防教室」を開きました。
　教育では保健師から虫歯の写真を見せ
てもらい、虫歯予防の話や、歯の磨き方
の指導を受けたり、歯磨きの大切さをス
トーリーにしたシアターを見ました。
　園児たちは、真剣なまなざしで話を聞
き、「食べたら必ず歯をみがきます。」と
みんなで元気よく約束をしていました。
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